
和地・堀切・伊良湖の３小学校統合に向けて
統合準備委員会 H25.01.20 (月) 14:00～ 和地小学校

愛知県田原市立和地小学校

伊良湖岬



和地小学校の６２名の子どもたち
学習意欲が高く、真剣に取り組む はっきりとした声で積極的に発表

礼儀正しく、明るく挨拶できる 責任感が強く、清掃・係活動も

全校が仲よく、協力して遊べる 高学年がリーダーとして自覚



学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 全校

男子 ５ ４ ６ ７ ４ ４ ３０

女子 ５ ３ ２ １０ ７ ５ ３２

学年 １０ ７ ８ １７ １１ ９ ６２

児童数の減少…５年後には４５名に

せまく限られた交友関係
たくましさに欠け、ひ弱な子も

縦割り班を通年で企画・運営
高学年にリーダー意識を育成



対外交流や部活動で鍛える

平成18年～

和地小学校

＋阿南町4小学校

平成24年～

和地・堀切・伊良湖

３小学校の５年生

＋阿南町4小学校

の５年生

長野県阿南少年自然の家での
２泊３日３小学校宿泊交流体験



伊良湖 日出 堀切 小塩津 和地一色 和地 土田
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豊橋市や田原市は、最大震度７

最大津波高 太平洋岸では２２ｍ

１２分で、第一波の到着も

高台へ早く逃げることがカギ



地震だ！津波だ！すぐ避難！

堀切小学校では、全校児

童107名と保護者が参加

した津波避難訓練を年５

回行っている。

地震発生の校内放送を

聞いた子どもたちは、1.5
㎞先の渥美運動公園（標

高27ｍ）に向かって全力

で走る。

15分以内の到着をめざし

て、週３回の持久走訓練

で体力づくりも行っている。

高台の運動公園に向かって、全力で走る堀切小学校の子どもたち



江戸時代の堀切村を襲った大津波
宝永東海地震(1707) Ｍ８．４
表浜の津波の高さ ６～８ｍ
堀切村
民屋３０余軒が流出
２人が流死
老若ことこどく城山へ逃れた

安政東海地震(1854) Ｍ８．４

表浜の津波の高さ ６～８ｍ

西堀切村

家数２３３軒中1１3軒が流出

死者８人 けが人６０人

村中が常山に駆け上った

田地一円に土砂で埋まり、

地境が分からなくなった

東堀切村

家数６８軒中、４軒が流失

流失同様１３軒

渥美郷土資料館蔵





仙台空港を襲う高さ１０ｍの大津波 東日本大震災(2011.3.11)



堀切小 ４.５ｍ

渥美運動公園





堀切地区
の 標 高

■ ２～３ｍ

■ ３～４ｍ
■ ４～５ｍ
■ ５～６ｍ
■ ６～７ｍ
■ ７～８ｍ
■ ８～９ｍ
■ ９～10ｍ

城山

渥美運動公園

夕ノ田

左夕田



山 地 主にチャートや粘板岩からでき、Ｎ値は50以上で非常に固い。
中 位 面 12万～３万年ほど前に堆積した標高６～20ｍの洪積台地。

原面は厚さ５ｍ以上の礫層からなり、Ｎ値は25～40で安定した地盤である。
砂 礫 堆 6000年ほど前の海進でできた海浜礫からなり、厚さは20ｍ以上にも達する。

新しい地層であるが、固い礫層のためＮ値は25～30で安定した地盤となっている。
後背低地 自然堤防や洪積台地に挟まれた低湿な軟弱地盤。堀切地区では厚さ10ｍ以上

の泥層が堆積し、Ｎ値は５以下で、標高２～３m程度の極めて軟弱な低湿地である。

伊良湖岬地区の地形面図と地盤の強弱（－５ｍまでのＮ値の平均）



堀切地区

小塩津地区



夕ノ田 左夕田





３５万年前
の海進期



沿岸流 １２万年前
の海進期に
福江面が形成



さらに低位の
福江面が形成



６０００年前の
縄文海進期に
（高さ２～５ｍ）

西の浜砂礫堆
が形成





地震・津波に対する研修により正しい知識

校区の自然環境の把握（標高と地形・地質）

校舎の耐震化（震度６強）と転倒防止策

マニュアルに基づいた避難訓練を繰り返す

本校の地震・津波防災対策

決められた避難場所に集合・確認
正確な津波情報などを迅速に収集
より安全な避難経路の選択し指示

保護者の引き取り（震度５強以上、情報発信）
避難所の開設（自治会・ＰＴＡとの協力体制）

昨年度、学校・家庭・自治会と防災キャンプを実施

●標高２３ｍほどの岩盤の上にある
和地小学校は、地震や津波に対し
て、安全な場所にある。

●校舎の耐震化が完了し、震度６強
でも倒壊の危険性は少ない。

自らの判断で安全な避難行動がとれる児童の育成
正しい知識と正確な情報に基づいた迅速な避難指示

太平洋

和地小

校区の前面には標高１５ｍほどの海食崖がある。しかし川尻橋付

近は７ｍ以下であり、安政地震では津波が遡上し３軒が流された。

（航空写真は

田原市提供）



和地小学校が急傾斜地崩壊（崖崩れ）危険箇所に指定されていた
傾斜度30度以上、高さ５ｍ以上の急傾斜地で

斜面上部または下部に人家がある場所

●和地小学校



平成２３年台風１２号による紀伊半島大水害



海食崖の崩落（平成２１年東神戸町）
崖部の斜度 ４７°以上





和地小学校の裏山
プール北～北館裏の崖部

裏山山頂の標高は97ｍ
銀杏のある道面が34ｍ
プールが標高25.5ｍ
崖の高さは約８ｍである。

昭和46年(1971)に、裏
山斜面の一部を削って
プールが作られた。崖の
中程の礫層から、降雨後
に湧水が発生する。
しかし、プールや側溝、
機械室・更衣室にはク
ラックが見られないので、
これまでの42年間に崖
崩れや地滑りは発生して
いないものと考えられる。



平成２年（1990）の和地小学校

昭和55年に新館 昭和58年に体育館が完成



昭和５２年（1977）の和地小学校 運動場に芝生が



昭和３０年に完成した公民館は講堂として使用された。
昭和２６年に設置された暖地園芸試験場が校舎の北側にあった。

昭和３１年（1956）の和地小学校



和地小学校の地形断面図

下の写真は、昭和45年（1970）５月のプール地鎮祭

裏山斜面を削って造成した。赤色の山土とチャートの巨岩が見られる。
２階建の南館と木造の特別棟が奥に見える。
昭和54年(1979)に３階建の北館が、特別棟の跡地に完成した。



和地小校舎は、Ｎ値12～50の極めて安定した

地盤の上にある。

ボーリング柱状図では、表土（埋立土）層を除

けば、12万年ほど前の洪積時代にできたＮ値

25以上の固い礫層が10ｍ以上堆積している。

平成17年に校舎、18年に体育館の耐震化工

事が完了。25年には体育館の窓ガラスに飛

散防止フィルムが貼られた。

しかし、校舎内の廊下側の上部は、木枠で薄

いガラス窓になっているので、地震時には割れ

たり窓枠ごと落下したりする危険性がある。



北館裏の急斜面の樹木には、一部倒木はある
が、地滑りの兆候を示す根曲がりは見られない
ので、比較的安定していると考えられる。

昭和27年(1952)に裏山に設置された暖地園芸
試験場のコンクリート擁壁（高さ１ｍ、厚さ10cm）
には、崖崩れや地滑りによるひび割れやはらみ
出しなどの変形は見られない。

北館北西部の崖には、
長径20cm、幅15cm程
の穴が昔から２本見ら
れる。大雨の後には、
この水みちを通って地
下水が勢いよく流れ出
す。
この穴は、３０年ほど前
から確認されている。



急傾斜地崩壊危険箇所の地震時の危険度予測結果
愛知県防災会議地震部会 平成５年度中間報告書

● ランクA：危険度高い

● ランクB：危険度中

● ランクC：危険度低い. 






